
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

           のどにものがつまったとき 
食事のときに食べ物がうまく呑み込めないと、のどにつまらせてしまうことがあります。子どもの口の大きさは直径 3～4㎝く

らいなので、これより小さなものは食べ物以外の異物でも口の中に入れてしまいます。食べ物や異物を飲み込んで、のどにつま

ってしまったときは、窒息（呼吸ができない状態）となり、命にかかわる場合もありますので注意が必要です。 
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ほ け ん だ よ り 保健目標 

よく噛んで上手に 

飲み込みましょう 
新しい一年がスタートしました。本年もよろしくお願いいたします。元気

に過ごすためには健康な心と体が必要です。食事、運動、睡眠のバランスを大

切にしていきましょう。今年一年、みなさんの毎日が元気で穏やかに過ごせ

ますように願っています。 

 

風邪をひいて鼻水が出るのを放って

おくと、鼻水の細菌が繁殖し、耳管を通

って中耳に侵入して中耳炎を起こすこ

とがよくあります。子どもは耳管が短く

傾きがなだらかなため、鼻の中のウイル

スや細菌が中耳に入りやすく、中耳炎を 

おこしやすいのです。風邪の診察の 

ときに一緒に耳もみてもらうと 

いいですね。 

年末年始はほとんどの病院が休診となります。お子

さまの急な発熱やけがに備えて、事前にかかりつけの

病院の他、近くの救急病院の診療時間と休診日は確認

しておきましょう。 

また、帰省先の救急病院の情報も把握しておくこと

が大切です。 

 

 

 

 

 

「かぜは首から引く」という言葉があるように、首、

手首、足首が冷えると、体全体も冷え、かぜを引きや

すくなます。首にはタートルネックのセーターや足首

には厚手の靴下やレッグウォーマーを着用してしっか

り保温し血流をよくしましょう。一方で、かぜを引い

て熱を上がりきった時はこの 3 箇所を冷やすと効果が

あります。 

年末年始の急病は？ 

喉に異物が入ったときは・・ 

意識がある場合はハイムリック法（後ろから抱きか

かえ、みぞおちにこぶしをあて上に向かって押し上げ

る）乳児は背部叩打法（うつぶせにした乳児を片腕に

乗せ、背中を強くたたく）を行います。吐き出したも

のは顔を横に向けさせて口を開いてかきだしましょ

う。 

固形物をつまらせたとき

は・・ 
幼児の場合は、お腹を抱えて頭

が下になるように持ち上げ、背中

を平手でたたきます。 

乳児の場合は、股の下から手を入

れて胸のあたりを支え、頭を下にし

て背中をたたきます。 

  特に気をつけたいもの 

◇薬のプラスチックシート 

◇ボタン電池 

◇水でふくらむビーズ 

（芳香剤、消臭剤、園芸用品など） 

 

子どもの耳は中耳炎になりやすい 
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＜背部叩打法＞ 

＜ハイムリック法＞ 

３つの首を温めよう 

 


